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(No.17) 

 

同窓会組織について 

海神会関東支部 支部長 道浦 馨  

海神会関東支部メンバーに係わる同窓会組織は海洋会・海神会・神戸大学東京六甲クラブが考え

られます。 

東京商船大学と神戸商船大学の同窓会組織「海洋会」はその歴史・実績・組織・活動に於いて今ま

で我々の同窓会組織の中心であり、海事のオピニオンリーダーの役を担ってきました。 

一方、神戸商船大学は 2003 年 10 月に神戸大学と統合し神戸商船大学商船学部は「海事科学部」

として他の学部と共に総合大学の一組織となった。これに伴い神戸大学の同窓会が各学部毎に組織さ

れていることから海事科学部の同窓会として「海神会」が誕生しました。 

「神戸大学東京六甲クラブ」は神戸大学の各学部同窓会メンバーを中心とする東京に於ける活動拠

点で、森本靖之顧問が副理事長を田中貴雄事務局長が理事をされています。 

本来であれば我々の同窓会組織はもっとシンプルな形が望ましいが、東京商船大学も神戸商船大

学も船舶職員の養成を主目的とした単科大学ゆえ社会的な要請が変化すれば、大学も変化しなけれ

ば生き残れない、東京商船大学も東京水産大学と合併し東京海洋大学と成った、また現状の形が将

来も続く保証もありません。 

しかしながら、我々同窓生が今在るのもやはり大学に於ける教育のお蔭であり各メンバーが出来る

範囲で各同窓会組織に対しより多くのコミットメントを期待します。同窓生の情報の共有の他に、シニア

ライフをエンジョイするツールとしての役割が挙げられ、取り分け現役を引退され多くの能力と時間をお

持ちの方の力強い協力をお願いします。 

又、神戸大学東京六甲クラブでの他学部出身者との交流は新鮮で見識が広がります、神戸商船大

学が総合大学の一部に成った事によるメリットです、是非東京六甲クラブにもご参加ください。 
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１．関東支部定時総会報告（7 月 3 日） 

１．１ 海神会本部総会[6/9(土) 於深江]の報告 

6 月 9 日（土）15:00～ 総合学術交流棟梅木 Y ホールで開催の海神会総会では、平成 29

年度事業報告、収支決算及び監査報告、平成 30 年度事業計画（案）及び収支予算（案）、と

例年の厳しい予算では先々無理が生じることから終身会費の値上げなどの議案が審議され、

承認されました。  

また、学部の報告では、H33.4 に自然科学系新学部の設置を目指していること。多額の寄付を戴き

ました梅木信子さん（1920 年生）が昨年 11 月 17 日に逝去されたこと。が報告されました。故人のご

冥福を祈り衷心からお悔やみ申し上げます。  

引き続いての懇親会では昨年度活躍した次の方々に栄えある海神会賞が授与されました。 

☆学術賞  

○堂前 光司さん 海事科学研究科海事科学専攻博士課程後期課程（3 年） 

「海事産業の集積と集積の経済効果」に関する研究に精力的に取り組まれ、多くの優れた論文を

対外的に公表し、学会賞 2 件、懸賞論文 2 件を博士課程後期課程在籍中に受賞されました。 

その学術研究活動で、極めて顕著な業績をあげられ、高い評価を受けられました。 

☆文化・スポーツ賞  

○オフショアセーリング部 チーム神戸大学代表 奥中 勇太さん マリンエンジニアリング学科メカト

ロニクスコース（4 年） 

2017 年 10 月 16 日～10 月 22 日 フランスのマルセイユで開催された大型ヨットの学生外洋帆

走世界選手権に出場し、見事優勝、世界一となる優秀な成績を収められました。 

○柔道部 三井 翔也さん マリンエンジニアリング学科メカトロニクスコース（4 年） 

2017 年 11 月 23 日に一橋大学にて開催された「第 65 回旧三商大柔道大会」本学柔道部主将

として同部部員を率いて参加、4 年ぶりの優勝を果たされ、他の大会においても優秀な成績を収

められました。 

○女子ラクロス部 権藤 眞美さん グローバル輸送科学科・ロジスティクスコース（4 年） 

2017 年 7 月 12 日～7 月 22 日 イングランド・ギルフォードで開催されたラクロス女子の第 10 回

ワールドカップに、学生選手でありながら全日本の代表選手に選ばれて出場し、守備・攻撃両面

で世界の強豪相手に大いに活躍されました。 

１．２ 平成 29 年度事業並びに会計報告・会計監査報告 

海神会関東支部便り No.16 に掲載の議案通り承認されました。  

１．３ 平成 30 年度事業計画並びに会計予算  

海神会関東支部便り No.16 に掲載の議案通り承認されました。  

１．４ 神戸大学学友会（東京支部）・東京六甲クラブ関係 

神戸大学  学友会東京支部代議員：N7 森本  靖之、E13 田中  貴雄、E15 道浦  馨  

神戸大学  東京六甲クラブ 副理事長：N7 森本  靖之、理事：E13 田中  貴雄  

行事等は海神会関東支部便り No.16 に掲載の議案通り承認されました。  

２． 平成 30 年度上期活動報告・下期活動予定 

２．１ 上期活動報告 

１）5 月 24 日 関東支部便り No.16（約 1,000 通）の袋詰めを兼ね、幹事会の開催  

２）6 月 9 日 海神会総会に役員の派遣：道浦支部長、田中事務局長、平塚理事  

３）6 月 22 日 本部からの支部運営支援金 300,000 円を受領し、支部運営経費に充当  
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４）7 月 3 日（火）に神戸大東京六甲クラブ会議室で定例総会を開催  

16 時～理事会  

17 時～定例総会（参加者数 28 名）  

18 時～懇親会 （参加者数 30 名）  

５）海洋会行事に協力（行事紹介、海洋発送の袋詰め、ボランティア行事、万歩の集い、etc.）  

６）4 月 1 日 古 河 庭 園 や飛 鳥 山 公 園 など、桜 の季 節 向 いている地 区 を中 心 に博 物 館 ・科 学 館 ・

資 料 館 ・神 社 などを探 訪 します。案 内 人  上 野 俊 雄 （神 船 大 N15） 

７）6 月 17 日 （日 ）都 心 にありながら、緑 と静 寂 に包 まれた皇 居 東 御 苑 に徳 川 幕 府 の歴 史 を偲

びながら散 策 します。案 内 人  上 野 俊 雄 （神 船 大 N15） 

８）9 月 30 日 （日 ）～小 石 川 、駒 込 地 区 の歴 史 と自 然 を訪 ねる～この散 策 コースは、極 端 な都

市 化 の波 に洗 われなかったので、比 較 的 江 戸 の面 影 を残 しており、その名 残 を探 索 します。

案 内 人  小 暮 文 悟  (東 船 大 N19) 

９）東京六甲クラブ／学友会東京支部行事に協力（森本副理事長、田中理事、道浦代議員） 

①  5 月 25 日 東京六甲クラブ／学友会東京支部代議員総会に出席  

②  5 月 7 日・6 月 8 日・9 月 7 日 理事会 /学友会役員会に出席  

③  7 月 20 日 ビアパーティー、  

④  8 月 2 日 学長講演の案内＆出席  

武田学長の「国立大学法人化から 15 年」の講演には 67 名の方が出席し聴講しました。 “研

究大学では高い評価を受けたこと”、“12 月に念願の数理データサイエ ンスセンターが発足“、”

法科大学院が単独でトップ評価されたこと“。また学生も”オフショアセーリング部が世界学生ヨット

選手権（於：マルセーユ）で優勝“、“神戸大学女子タッチフットボウル「Rooks」が、日本女王の座

4 連覇を達成”。などが話されました。 

引き続きの懇親会では学長とのフランクな会話、会員同士の交流に歓談の華が咲きました。 

⑤  東京六甲クラブ／学友会東京支部のその他行事を案内  

⑥  事務局行事、同期会、クラス会等の開催＆参加  

⑦  学友会ニュースレターの配付  

10）関東支部メール便（できるだけ会員に関するニュース）をテンポラリー（目標 1 回 /月）

に約 300 人の会員にメール  

11)海事科学部の Web、ニュースなどの紹介  

12)会員の活動紹介  

13)東京六甲クラブ／学友会東京支部行事の案内 学友会ニュースレターの添付  

14)海洋会行事の案内  

２．２ 下期活動予定 

 上期活動を継続し、他の主なものは以下の通りです。 

１）10 月 9 日 次期事務局の件で役員会（8 人）の開催  

２）10 月 14 日･15 日 宿泊懇親会（16 人）･第 3 回関東支部ゴルフコンペ（14 人）を実施  

３）10 月 27 日 海神会評議会に役員の派遣：道浦支部長、田中事務局長、平塚理事  

４）11 月初旬 16 ページ立てで“My 近況”、“黎明の鐘”欄を掲載した関東支部便り No.17

の発行  

５）11 月中旬 関東支部便り No.17（約 1,000 通）の袋詰めを兼ね、幹事会を開催  

６）2019 年 3 月 12 日（火） 第 4 回ゴルフコンペを佐倉カントリークラブで、OUT スタート 08：21 よ

り 6 組の予定。プレー料金はキャデイー・昼食付税込みで約￥12，600 
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７）海洋会行事に協力（行事紹介、海洋発送の袋詰め、ボランティア行事、万歩の集い、etc.）  

①海洋会（Web サイト：http://www.kaiyo-kai.com/category/news-from-secretariat） 

②海洋会ボランティアクラブ（明治丸グループ、海洋会支援グループ、etc.）での活動  

８）東京六甲クラブ／学友会東京支部行事に協力：前期からの継続  

①  12 月 21 日；忘年会、1 月 12 日；互礼会  

②  12 月 7 日、3 月 8 日 理事会 /学友会役員会  

③  代議員改選期に当たり平塚理事を東京六甲クラブ /学友会代議員に推薦  

９）関東支部メール便：前期からの継続  

◆その他  

関東支部便り、ゴルフコンペの報告 /予定等は海神会ホームページの関東支部のページにアッ

プロードしています。  

３．平成 30 年度上期決算状況 

３．１ 金額の纏め 

前期繰越金(A) 1,047,053 

前期終身会費(B)   888,000 

上期終身会費収入(C)   120,000 

上期収入合計(D=d1+d2+d3+d4)    443,308 上期支出合計(E=e1+e2)   310,835 

 内訳 支部運営支援費(d1)    300,000 経費(e1)       310,835 

     支部年会費(d2)      137,000 

雑収入(d3)       8 

懇親会会費収入と費用の差額（d4） 6,300 

累計収支差額(A+B+C+D-E)  2,187,526 （預金 2,187,576＋現金 0） 

３．２ 決算概要 

収入：1,451,308 円と計画 1,462,000 円に対し 99.3％の達成  

内訳  

支部運営支援費：300,000 円と計画通り 

終身会費：120,000 円となり計画 70,000 円に対し 50,000 円の超過達成。期初の 888,000 円

と合わせ 1,008,000 円となった。9 月末現在で来年 3 月末に行う 1/10 の支部年会

費への繰入操作を行うと、101,000 円  （百円単位を四捨五入）減額され、終身会

費は 907,000 円となる。 

支部年会費：137,000 円となった。9 月末現在で来年 3 月末に行う終身会費からの 1/10 繰入

操作を行うと 238,000 円となる。計画 300,000 円に対し 79.3％。 

その他：総会後の懇親会会費収入と費用（酒、料理代）との差額が 6,300 円のプラスとなった。

その他利息 8 円の合計 6,308 円が計画外の収入となった。 

支出：310,835 円と計画 645,000 円に対し 48.2％の執行となった。 

   下期の活動を計画通り進めれば、支出はほぼ予算通りに収まる見込みである。 

以上の結果累計収支差額は 2,187,526 円(9 月末預金残高と同じ）と前年同月 2,108,217 円よりも約

79,000 円プラスで推移している。プラス推移の要因は、収入の所で説明したように、終身会費納入者が

計画 7 名に対し実績 12 名と 5 名（金額で 5 万円）多かったことが主である。下期の課題は、支部年会

費の未達成部分 62,000 円を納入してもらうことである。 
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次年度以降については、郵便振込手数料値上げなどへの対策検討が求められる。 

   通常振込  130 円→200 円   ATM 振込   80 円→150 円  

４．平成 29 年度 定時総会・懇親会 出席者とスナップ 

総会後には会議室を懇親会仕様にセットし、引き続いて懇親会を開催しました。今年は 2 期生から 24

期生まで 28 名の出席で、大先輩である海道さんの乾杯の音頭で懇親会は始まりました。立食パーティ

ーで先輩･後輩分け隔て無く自由に歓談し同窓生の消息を確認したり、仕事の現況を話したり、想い出

話に盛り上がったりと全方位の同窓会となっておおいに盛り上がりました。ビール、酒、焼酎あるいは烏

龍茶で喉を潤し、歓談に大輪の華が咲き、初参加の木下さんが中締めをし、お開きまでの時間一杯楽し

みました。会場には、未だ未だ余裕がありますので、もっと多くの方の参加が望まれます。 

出席者 （合計 30 名  注）    は懇親会に出席者  敬称略） 

N2 海道  俊雄 N4 廣瀬  齊（顧問） N5 廣田  孝夫 N5 吉川  渉 E6 石井  毅 E6 武井  俊平  

E6 立川  清仁 E6 豊田  済 E6 西村  辰朗 E6 松浦  孜 N7 河原  好功 N7 福知  武  

N7 森本  靖之（顧問） N7 吉山  敬 E8 秋葉  光宏 E8 北澤  偀一 E8 山下  恒彦  

N11 竹橋  由進（理事） E11 松尾  健司 N13 須賀  弘（理事） E13 田中  貴雄（事務局長）  

E14 井手  祐之（理事） E14 岡本  建之介（海洋会専務理事） E15 桑田  守（理事）  

E15 道浦  馨（支部長） E20 佐田  昌弘（海洋会事務局長） N21 平塚  惣一（理事） E22 油原  朗 

A3 木下  広一 N24 中村  紳也（監事） 

懇親会のスナップ 
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５．My 近況（誤読・誤記等ある場合は、ご容赦願います） 
N01 加藤  満  体調悪く残念乍ら欠席です。盛会を祈念します。  
N01 塩川  敞司  息災に過ごしています  
N01 高瀬  一郎  4 月 10 日 妻  育子が 83 才で昇天しました。83 才でした。妻として医師とし

て至らない小生を良く助けてくれました。早すぎる死去に茫然自失の状態です。相続税

の納付に頭をしぼっている状況です。皆様のご多幸を祈ります。  
E01  斉藤  亨  体力の衰えを感じています。皆様の御健康をお祈り致します。  
E01  降幡  泰夫  定年退職後 20 年が経過し、その間に大病もしましたが、現在は年齢相応平穏

に過ごしております。  
N02 笠原  邦三  返信が遅れて申し訳ありません。よろしく！  
E02 武石  功三  85 才老人、毎日うつらうつらで過ごしております。  
E02 藤原  靖隆  幹事様、毎度お世話になり有難うございます。今年 4 月で 84 才となり脊柱管

狭窄症ですが、上手に付き合って何とか元気です。囲碁の会で楽しんでいます。会員の

皆様のご健祥をお祈り申し上げます。  
N03 日下  治夫  総会の無事終了と懇親会の盛会を祈ります｡幹事の皆様ご苦労さまです。ヤボ

用あり欠席します。歳相応に生活してます。  
N03 杉本  博彦  『常に気力と体力を』保つと云うことを目標にして生きています。最近、自分

の『死に様（ざま）』を想像してみたり、時々鬱になったり躁になったり、認知症の進行

を少しでも遅らす様に努力しながら日常生活を送っています。2018.MAY 31st 

N03 袴田  宏  幹事様御苦労様です｡5 月から顔面に悪性腫瘍が出来まして目下治療中のため

欠席させていただきます。年令相応の衰えはあるものの割合元気にやっています。皆様

によろしくお伝え下さい。  
N04 田家  宗雄  体調 50％位です。買い物、炊事、加えて自分の趣味と忙しい毎日を過ごして

います。この調子で頑張っていきます。  
N04 本村  泰清  今年も 5 月 15 日晴天の観音崎で行われた戦没船員追悼式に参列しました。式

典の最中大型の LNG 船とコンテナ船が相次いで東京湾を出港して行き改めて海の平和

を祈念してきました。  
N04 門間  善四郎  年相応の健康状態で日々を過ごしております。廣瀬兄の話では同期（神戸 4

期 N 科）も丁度半数になったとか！！健康第一、翁と呼ばれる年となりましたが身体の

不調にめげず余生を楽しみたいと考えています。  
E04 江口  孝一  病気療養中です。  
E04 北村  道夫  何とか元気にしています。外歩きを心掛けているのが唯一の健康法です。  
E04 塩崎  雅敏  種々トラブルを抱えながらも、まずまずの毎日を送っております。ご出席の皆

様に宜しくお伝え下さい。  
N05 廣田  孝夫  ボチボチ元気でやっております。（62 円を貼って下さい）としていただければ

幸甚です。  
N06 内田  直行  いつもご苦労さまです。事務局のご尽力に深謝致します。生憎 7/3、10/14～

15 共に都合悪く不参加の止むなしです。ご盛会を祈念しつつ、皆様によろしく。  
N06 中川  靖之  無病息災で四季の移り変わりを感じながら趣味のサックス、家庭園芸を楽しん

でいます。  
E06 石井  毅  Walking に励んでいます。（内踵で蹴り、外爪先で踏み返す）（腹式呼吸の励行）

週 1 回の木綿豆腐作りにも精出しています。肛門括約筋の老化劣化でそれなりに鍛えな

くてはいけません。  
E06 立川  清仁  7 年前手術した両脚の具合が思わしくなく難儀しています。（昨年卒業後初め

て深江の地を訪れました）  
E06 西村  辰朗  E6 同期の豊田君も出席とのことです。本人からも連絡あるかも知れませんが。 
N07 河原  好功  月に 7～8 回はスポーツクラブに通い ,筋力･体力の維持に努めております。下

手なゴルフもそれなりに楽しんでおります。  
N07 福知  武  ゴルフとマスターズ水泳大会を楽しんでいます。  
N07 森本  靖之  幸い元気です。OB として商船大へのノスタルジア捨て難き心境ですが、海事

科学部は時代の流れを見据えて元気で覇気ある人材を育てて欲しい。  
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N07 山﨑  重勝  能楽の稽古と家庭菜園を楽しんでいます。  
N07 吉山  敬  6 月 15 日の海洋会に出席予定です。今は毎日が予定です。いつドタキャンす

るかも知れません。この予定が 10 年続くかも知れません。  
E07 木村  正次  「日本丸合唱団」で歌ってます。3 日も演奏があり欠席します｡定時総会の盛

会を祈ってます。  
N08 目良  賢三  変わりなく元気に過ごしています。今後ともどうぞ宜しくお願い申します。  
E08 秋葉  光宏  私の目標です。人生 100 年の時代なので出来るだけストレスを溜めないよう

に、健康ファーストで日本が世界標準の普通の国になる日まで頑張りたいと思う毎日で

す。  
E08 東  紀元  海と土漠と都心に過ごした現役時代、その反動からかどっぷりつかって日本の

豊な自然の中で 18 年間暮らしてきました。そして現在も続く地方への鈍行列車の旅を楽

しみながら余生の健康管理に努めてます。地方にも日本で生活する外国人の姿をよく見

かけるようになりました。  
E08 道脇  文彦  田中様、海神会のお世話、有難うございます。私事、72 才で現役を退いて 5

年、お陰様で体調も良く、もっか、町内会のゴルフや趣味のサークルで楽しんでいます。

諸兄の皆様に宜しくお伝え下さい。  
E08 山下  恒彦  お陰様で健康裡に過ごしています。”2 万 TEU 積コンテナ船乗船記”を拝読。

小生 30 年前に当時世界最大 3,600TEU 積船に艤装乗船したのを回想、昔日の感を新たに

しました。現役諸公の活躍を祈るばかりです。  
N09 堺  忠彦  後期高齢者の資格を取得し今年は喜寿を迎えますが、それなりに元気にしてお

ります。  
N09 櫻井  孝  事務局のご苦労感謝致します。  
N10 竹中  重高誠に申し訳ありませんが、両日とも外すことの出来ない予定が入っております。

現在、後期高齢者が間もなく 2 年目となり、ぼんやりと過ごしております。ありがたい

ことに身体の不調は有りません。  
E10 國井  正明  高校ゴルフ OB 会も最近は欠席が多くなっています。船橋ふるさと農園を借り

て今年で 11 年目です。キュウリ、ナス、トマト今最盛期を迎えています。  
E10 小林  宏秀  このところ体調の優れない日が続いていますので、申し訳ありませんが欠席さ

せて戴きます。  
E10 土田  順正  首下は 30 代、首上は 99 歳、折角ご連絡頂いたのですが自転車以外の乗り物

は不可、ご容赦下さい。  
E10 福永  陽司  元気で毎日会社に通っております｡何時まで働けるやら！！ゴルフは何とか

90 台を打たないようにと素振りしています。  
N11 竹橋  由進  不具合も無く、元気に月 5～6 回のゴルフを楽しんで居ります。残り少ない人

生を精一杯遊んで暮らしたいと思って居ります。  
N11 花田  兵六  昨年 6 月、大阪湾水先人会を退会しまして、藤沢市に転居しました。昨年来、

体調を少々損ない、自宅で休んでいましたが、ようやく元気を戻しましたので、宴会、

ゴルフ等出来るだけ参加するつもりです。  
E11 井崎  宣昭  いつも丁寧な連絡を有難うございます。いつの間にか 75 才を過ぎ、昔の様に

あちこち歩き廻るのもシンドクなって来ました。その点海神会は先輩が多く皆にお会い

するのが楽しみです。  
E11 稲垣  伸吾  今年で 75 才になりますが何とか元気で田舎の畑仕事をしております。  
E11 柏尾  英彦  ゴルフとテニスの二刀流で体を動かしています。  
E11 松尾  健司  お世話になります。私も後期高齢者の仲間入りをして相応の身心の不具合はあ

りますが、何とか頑張って年金生活を過ごしております｡海神会の益々の発展を祈念致し

ております。  
N12 大谷  紀久彦  特段身体の不調もなく、元気に過ごしています。今年度は自治会の役員が回

ってきて毎週何かの会議に駆り出されています。  
N12 高石  勝  仕事を辞めて、半年経ち時間的余裕は出てきましたが、雑事処理に追われてい

る状態です。幸い体調に問題ないので、”ゆっくり”過ごそうと思いを巡らしています。 
N12 富久尾  義孝  スミマセン旅行中です。10 月の行事も旅行の予定があるため欠席します。  
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N13 牛島  龍彌  昨年 3 月末に Pilot 廃業し、爾来特にやる可き事も無く、毎日無為無策に過ご

しています。  
N13 須賀  弘  出席する予定ですが、仕事の都合で急用が発生したら、参加できない可能性も

ありますのでご容赦下さい。  
N13 日高  道雄  現役を退いて 2 年、在宅でほそぼそとやっています。  
N13 松田  郁夫  成田山新勝寺でボランティアガイドをしながら心穏やかに過ごそうとしてい

ます。  
E13 莊  裕典  ご案内有難うございます。私は一病息災で元気ですが当日は所用で出席できま

せん。ご盛会を祈ります。  
E13 田中  貴雄  ウォーキングの時に目に付いた花の名前を調べたり、クイズへの挑戦でのボケ

防止？に努めています。事務局長を務めて 5 年強になり、マンネリ化が避けられなくな

っています。新しい発想での会運営をお待ちしています。  
E13 能川  和幸  卒業して 50 年だって、いつの間にやら古稀も過ぎ、後期高齢者と呼ばれる日

も目の前、時代はすっかり様変わりし、付いていくのに悪戦苦闘の日々です。  
E13 濱  匡  5 月は病院通いに明け暮れましたが、元気にやっております。  
N14 寺崎  憲治  住所が横浜に変わりました。よろしくお願いします。  
E14 井手  祐之  現在（一社）日本船舶機関士協会に勤務しておりますが、来年 5 月には 72 才

となり引退する積りです。GOLF は出来るだけ続けたいですね。  
E14 安原  國興  3 月休職し、勤務地神戸（開港 150 周年）から 7 年振りに帰京しました。（学

生時代の神戸は確か開港 100 周年だったかと…。）  
E24 黒瀬  康弘  商船三井フェリー(株)において船舶管理業務を継続中です。  
N15 上野  俊雄  昨年来の筋無力症の治療の為、投薬治療中ですが、この薬の副作用で骨粗鬆症

となり、この 1 年以上背骨の圧迫骨折が続いています｡何とかのんびりしていますがゴル

フが出来ません｡残念です。  
N15 楢原  宗明  元気でやっています。  
N15 伏井  繁雄  あと 3 年は生きていられそう。  
N15 松下  良興  東京湾水先人をやっています。業務の都合上参加できません。ご盛会をお祈り

申し上げます。  
E15 桑田  守  70 才を超え、体の衰えを自覚させられることが多くなりました。しかしピン

ピンコロリンを目標に、体と頭の衰えのバランスを取るべく努力しています。体を動か

す事では、体操、水泳、ゴルフなどを、頭の体操では、地域の人との交流、料理作り、

日記を書いて漢字を忘れないように、趣味の勉強などを続けています。  
E15 道浦  馨  田中事務局長、桑田会計担当のお陰で支部長やってます。  
N16 重田  秀人  脳梗塞を患いましたが、幸い軽く後遺症もなく、水先案内人を続けております。 
N16 藤江  哲三  平穏な毎日を過ごしています。  
N17 西村  雄二  目が悪くなって活字を読むのが辛くなってます。拡大鏡がありがたい。  
E19 中嶋  孝雄  伊豆の山奥に暮らしています。友人知己の訃報に接することが多い歳になりま

したが、マキ割と雪掻きの重労働で健康そのもの。なかなか死にそうにも思えません。  
E19 三木  洋  ご連絡、ありがとうございます。7 月 3 日は、参加させていただく予定です。

尚、現役続行の見込みですので、仕事により参加できない場合には、改めて連絡をさせ

ていただきます。Mar.28 
E19 森本  毅  孫 5 人の相手をしながら畑仕事の毎日です。  
N20 鈴木  哲也  百名山登頂を目指しています。  
E20 神田  一郎  7 月に船員災害防止協会専務理事を退社し、非常勤の顧問となりました。実家

（鹿児島）の保守や父（93 才）のためにも、帰省の機会が増えますが、自由な時間を楽

しみたいと思っています。  
E20 佐田  昌弘  昨年 12 月に海事科学部の 5 名の学生（1 年 2 名、3 年 3 名）にインタビュー

（1･3 年生が語る入学の動機･学生生活…将来の夢）を実施しました。久し振りに若い後

輩達の本音が聞けました。私も”頑張ろう！”と云う気持ちにさせてくれました。  
N21 平塚  惣一  年金暮らしになるまであと少し、会社の計らいで顧問で食いつないでいます。 
E21 神杉  恵助  14 年振りに関西に戻りました。海の神戸は最高です。  
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E21 西重  正博  昨年リタイアしました。今冬迄ぐらいまでには故郷の九州に軸足を移すつもり

です。  
E22 黒石  一夫  3 月 21 日から約 2 年間の予定で秋田県にかほ市にて風力発電所建設工事の現

場代理人として定年延長の日々を送っています。長期出張希望者が少ないためあと 4～5
年は頑張る予定です。  

E22 油原  朗  霞ヶ浦（土浦市）でクルーザーに乗っています。興味のある方は連絡下さい。

深江祭に行き海神会総会に出席させて戴きました。  
E23 田中  要  香港勤務中です。（LNG 船舶管理）日本留守宅の住所変更をお願いします。  
A03 木下広一  E メールで出席を連絡しましたが返信がございませんので念の為、葉書でご連

絡します。  
N24 高嶋  敏孝  商船大学ヨット部 OB で毎年ゴルフ合宿を開催しています。在京（関東）に在

住のヨット部 OB の方はご案内をしますので高嶋（tytphoo@jcom.home.ne.jp）までご連

絡下さい。  
N25 山口  芳孝  当日は所用のため欠席させて頂きます。ご盛会を祈念します。  
A06 小久保  孝  高砂熱学工業（株）で空調エンジニアをしています．定年制度変更にてもう少

しサラリーマン生活が長くなりそうです。  
N27 国枝  佳明  神戸大学海事科学部とは共同研究だけでなく、海外インターンシップについて

も協力して実施しています。グローバルの人材育成に力を入れています。  
A09 真鍋  豊之  支部年会費：1,000 円  
N32 小縣  充洋  6 月からフランス･パリ駐在となります。気象情報をレースで提供しました。

今後共宜しくお願いします。  
N34 古西  徹生  3 月に中国から帰国、現在乗船中です。  
N38 岩谷  宏  宛名面の住所に変更お願い致します。  
T03 鈴木  勝章  今年は娘も就職し、5 期目に入った会社も順調にいってます。これからも身体

に気をつけ前を向いて進みたいと思っています。  
BN042 松下  幸司  シンガポールで親子 3 人頑張って居ます。3 年目になります。実家の母より  
BK004 中村  環  宜しくお願い致します。  
08W 井上  一規  2018 年 3 月 31 日に東京海洋大学を定年退官しました。  

返信を戴いた方 

E1 藤井  正史  N2 海道  俊雄  N02 土居  毅  N2 中井  貞夫  N4 廣瀬  齊   
N5 吉川  渉  N6 寺島  威夫  E6 武井  俊平  E6 豊田  済  E6 平田  峯生  
E6 松浦  孜  N8 徳久  勲  N9 菊池  駿一  E9 井村  英則  N10 中川  昭  
E10 嶋  公治  E10 鈴木  誠熹  E11 田中  正博  N12 小林  道明  N13 中田  雄一郎  
E13 三国谷  毅  N14 田代  源吾  N14 中村  浩司  E14 岡本  建之介  N15 梅木  秀美  
E15 城森  道男  E15 橋口  敏明  N16 後藤  繁  E18 高尾  健一  N17 佐野  展雄  
N17 吉本  誠義  N18 神野  道雄  N18 秦  鉄夫  E19 梅津  陽一  E20 坂本  千代晴  
E20 中井  尚文  N21 小寺  俊秋  N24 中村  紳也  N24 西浦  廣明  N24 水戸川  博明  
E24 森  雅彦  E24 若林  庸夫  N27 稲岡  俊一  T02 太田  孝  K02 西尾  幸  
BN043 和田本  聡  BN047 上島  裕介  01W 野口  佳明  07W 宝蔵寺  崇  08W 瀧本  佳史  
08W 鈴木  育実     

６．会員往来（事務局判明分） 

６．１ 新しく住所登録戴いた方々 

N11 花田  兵六  

N21 上田  英夫  

６．２ 関東以外の地へ移られた方々 

N08 一木  麟太郎  神戸市へ 

E21 神杉  恵助  尼崎市へ 

６．３ 物故者（事務局に連絡戴いた方々です）合掌 
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E06 小林  隆  2017.11.23 亡。My 近況から 
N18 薮内  俊  2016.7.27 に逝去。同期の方から 
E18 新海  義広  2017.5.25 に逝去。同期の方から 
N19 橋本  信一郎  2018.1.12 に逝去。深道会より 
６．４ 事情あって郵便等をご遠慮された方々 

N01 杉本  一良  加齢による体調の衰えは如何ともし難く、貴会からは退会者として処理願いたく、従っ

て今後は一切のご連絡は不要です。尚年会費の滞納分として￥5,000（実際には幾らか不明で

すが…）を振り込みましたので悪しからず。 
E10 草本  正治  何時も会報等お送り頂き感謝して居ります。主人は高齢･体調不良により今後共、会

員としては立ち行かず退会を希望します。以後会報等送付不要です．どうぞ宜しくお願い致しま

す。貴会のご発展をお祈り致します。 
E15 西村  典夫  今後もいろいろな会に出席しませんので連絡の案内を戴かなくて結構です。宜しくお

願いします。 
N24 吉岡  史好  退会させていただきたくよろしくお願いいたします。 
６．５ 前号が不達となった方々…同期の方、知り合いの方はお誘い下さいますようお願いし

ます。 

E04 馬渕  祐二  E16 山谷  周二  E20 安井  敏昭  E33 磯部  竜也  N19 北村  壽英  
N34 荒木  央海  N35 阪根  由佳  N36 馬渕  眞貴  N37 塩本  昇  09W 木村  勇介  
09W 山本  香織  

７．会員の広場“Bridge” 

☆神戸商船大学 18 期生及び東京商船大学 21 回生卒業 45 周年記念同窓会  
昭和 48 年卒業の神戸商船大学 18 期生及び東京商船大学 21 回生合同の同窓会を 9 月 29 日に

開催しました。懇親会前は帆船日本丸で当時を懐かしみ、横浜桜木町の帆船日本丸記念財団の

教室に集合歓談、その後ナビオス横浜で懇親会、同ホテルラウンジで二次会と当時の走馬燈を

観るが如くに懐かしみ、深夜まで楽しい時間を過ごしました。  

 台風 24 号の接近で翌日夕方から交通機関に不安があるなか、北海道から九州まで遠路を顧

みず駆け付けた方々を含め 87 名が参加しました。神戸・東京、航海・機関合同の同窓会は初

めてで、練習船以来という仲間も多く、顔を会わせるや、「やあ、あの時の…！」と久々の再会

に話が弾みました。盛会のうちに懇親会は、「あ々月明は」、「白波寄する」の大合唱で締めとな

りました。以下はその時の記念写真と参加者です。  

 
神戸 18 期・東京 21 回生航機合同同窓会  
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神戸航海科（24 名）  

秋山  安司   荒木  茂廣  生末  芳夫   大塚  健行   岡松  実   大島  正行   

小鹿  邦博   掛江  実   片岡  徹   北平  末廣   小須田  敏   後藤  朗  

小畠  照夫   小深田  誠  佐藤  幸三   佐藤  仁史   神野  道雄   沼沢  憲昭  

野村  恭貴   野中  秀   前田  壮一   溝下  和祐   山﨑  敏男   山寺  知雄  

神戸機関科（8 名）  

伊東  優   大塚  彰悟  金子  仁   阪本  二郎   四方  哲郎   高岡  章雄  

花原  敏朗   藤原  丈太郎  

東京航海科（30 名）  

秋葉  徹   加藤  誠志  飯田  敏夫   大和田  義次  長方  雅治   金井  達夫  

木村  利尚   佐々木  政男  清水  正男   大門  英次   丹野  邦男   古川  隆一  

百瀬  克明   青木  久幸  遠藤  守雄   加納  裕志   柴田  耕助   鈴江  行雄  

高橋  二郎   立石  康明  富沢  真   豊富  誠   根本  滋   半田  収  

富士渓  利和  橋本  継男  橋本  佳和   増田  哲   脇谷  誠   松尾  守人  

東京機関科（25 名）  

青木  純   石黒  諭一  板澤  敬一   植田  徳久   小原  省三   北村  敏勝  

久保  寛明   小寺  重久  諏訪  信雄   佃  昇   桝本  進   三浦  元  

山谷  有司   青木  徹   上利  恭野   新井  健造   大貫  行雄   岡本  岳志  

北田  克巳   工藤  清人  窪木  孝雄   佐々木  啓次  竹中  正陽   中村  雅博  

前田  俊治  

 その後、神戸の同期生には関西在住者が多く、神戸でも同期会を開催したいとの声があり、

10 月 20 日神戸ハーバーランドトニー

ローマに 12 名が参加して昼食会が開

催されました。横浜記念同窓会の様子

や参加者の近況に話の華が咲きました。

以下は写真と参加者です。  

航海科（5 名）  

岡松  実   奥田  俊昭  片岡  徹  

前田  壮一  平川  博  

機関科（7 名）  

荒巻  和生  伊東  優  大塚  輝明  

金谷  雅勝  鬼一  恭士  田中  博雄  

藤野  道夫  

                   （岡松 実  記）  

☆宿泊懇親会＆第 3 回ゴルフコンペ報告  
関東支部では初の宿泊懇親会は、伊豆長岡温泉「伊古奈荘」で元気溌剌の 2 期生 3 名をはじめとし、

参加 16 名を迎え催されました。和気藹々・百花繚乱・喧々囂々・放歌高吟の宴となり、酒量も進み、宿

酔いの方もチラホラ居られたようです。懇親を深める楽しい宴会となりました。翌日 15 日富士箱根 CC で

のゴルフコンペ（参加 14 名）も、久々の涼しい気候の中、全員無事に完走出来ました。 

世話役 N11 竹橋 由進  

◇懇親会  

不調法にもゴルフには縁はありませんが、伊豆観光も兼ね宿泊懇親会に参加しました。伊豆長岡には
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集合受付時間（2 時～4 時）に余裕がある時間に到着したので、伊古奈荘とは駅を挟んで反対方向にな

る歩いて 25 分程度の韮山反射炉を見学しました。懇親会は進行役（N15 楢原さん）の司会に従い自己

紹介･近況報告を含め冒頭の通り和気藹々と大輪の華を咲かせ、予定時間はアッという間に過ぎました。

翌日の朝食は 6 時 50 分～を確認し宴会場を後にしました。写真は懇親会のスナップと翌朝の出陣前の

集合写真です。（E13 田中  貴雄  記） 

 

◇第 3 回ゴルフコンペ報告  

 平成 30 年 10 月 15 日（月）、富士箱根

カントリークラブ（静岡県伊豆の国市）

にて、2 期生から 21 期生まで総勢 14 名

の参加による第 3 回海神会関東支部ゴル

フコンペが開催されました。生憎の曇天

で霊峰富士を仰ぎ見ることはできません

でしたが、駿河湾を眼下に一望する絶景

の 1 番ホールからコンペがスタートしま

した。私は、コンペ前日に東京商船の同

期の友人と駿河湾で日がな一日クルージ

ングを楽しんでいたため、前夜の「伊古奈

荘」における懇親会への参加を見合わせ、直接ゴルフ場へ出向きました。今回は、空手部の大先

輩である丸山幹雄先輩（N2）から声を掛けて頂いてのコンペ初参加となりました。スタート

14 名の参加メンバー中、私より年下の参加者は N21 の小寺俊秋さんの 1 名のみで、大半のメ

ンバーは一回り以上も年上の先輩型でその壮健ぶりには本当に驚かせられました。一緒にプレ

ーさせて頂いた伊東市在住の丸山幹雄先輩は、日ごろからライフルを担いで猪狩りで山へ分け

入り、釣りや空手の鍛錬に勤しんでいることから、とても 80 代半ばとは思えないほど身体の

キレが素晴らしく、ドライバーの飛距離もなかなかのものでした。同じく N2 の笠原邦三さん

は、年齢なりに足腰にやや衰えが見られたものの 1 打 1 打に解説を加えながらのプレーを楽し

み、昼食時に燃料のアルコールを補給すると弁舌に一層の磨きがかかる方でした。そして同じ

く N2 の海道俊雄さんは、笠原さんとは対照的に寡黙な方で、1 打 1 打の結果に表情を変えず、

眠狂四郎のごとく飄々と玉を追掛ける姿が印象的でした。個性的な大先輩方とのプレーを満喫

しましたが、新ぺリア方式による優勝者はグロス 90 でラウンドされた世話役の竹橋由進さん
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（N11）。今回初参加の私が、ダブルボギーのスタートでしたがベスグロの 83 で準優勝の幸運

に恵まれました。3 位は、丸山幹雄さん（N2 ）、5 位が福知武さん（N7）、7 位が小寺俊秋さ

ん（N 21）、BB が吉川渉さん（N5）の成績でした。クラブバスの時間が迫り、打ち上げ会も

そこそこに解散の運びとなりました。次回の来年 3 月 12 日、千葉県佐倉市の佐倉カントリー

クラブには、若手にも奮って参加して頂きたいものです。写真はコンペを前にした集合写真と

戦い？終えたクラブでの懇話会と表彰式のスナップです。  

  

参加者 17 名（敬称略）  は懇親会のみ参加、  はゴルフコンペのみ参加  

海道  俊雄(N2) 笠原  邦三(N2)  丸山  幹雄(N2)  廣田  孝雄(N5)  吉川  渉(N5) 

河原  好功(N7) 福知  武(N7)  森本  靖之(N7)  吉山  敬(N7)  竹橋  由進(N11) 

井崎  宜昭(E11) 田中  貴雄(E13) 井手  祐之(E14)  上野  俊雄(N15)  楢原  宗明 (N15) 

高岡  章雄(E18) 小寺  俊秋(N21) 

（E18 高岡  章雄 記）  

◇第 4 回ゴルフコンペの案内 

2019 年 3 月 12 日（火）佐倉カントリークラブで、OUT スタート 08：21 より 6 組を予定しております。

プレー料金はキャデイー・昼食付税込みで約￥12,600 です。 

スケジュール調整の上、多数のご参加をお願いいたします。 

＊尚、来秋も今回同様の宿泊懇親会＋第 5 回ゴルフコンペを伊豆長岡で開催する予定です。 

黎明の鐘  http://www.maritime.kobe-u.ac.jp/news/news_2017.html 

☆海事科学部 Web サイトの NEWS から主なもの 

9.18 ストラスブール大学から学位記が届く 

9.07 毎日放送報道番組「Voice」にて竹林教授のコメントが放送された 

9.07 「第 13 回女子中高生のための関西科学塾」が海事科学部で開催された 

8.16 MASTIC2018 にて Ludfi Pratiwi Boso さん(博士課程前期課程 2 年）が Best Presenter 

Award を、張  若瀾さん(博士課程後期課程 1 年）が "Best Paper" を受賞  

7.31 橋本博公准教授と日本郵船グループの研究プロジェクトが 7 月 27 日付け日本海事新聞の

一面記事で紹介された 

7.31 橋本博公准教授が BS 朝日「歴天 日本の歴史を変えた天気～源平合戦・忠臣蔵～」に出

演  

7.19 大学院海事科学研究科博士課程前期課程 1 年の平山大悟さんが日本包装学会第 27 回年

次大会において学生ポスター賞を受賞  
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7.18 海事科学研究科  客員教授の中野武先生が環境大臣表彰を受けた  

7.09 「津波マリンハザード研究講座」の成果が朝日新聞の科学面に掲載された 

7.05 福井  照内閣府特命担当大臣が海事科学研究科を訪問した 

7.03 海洋研究開発機構  竹谷文一主任研究員らと海事科学研究科  山地一代准教授、国立環

境研究所の共同研究で、PM2.5 の窒素成分が植物プランクトン量増大に寄与の可能性が

明らかになった  

6.25 杉本一平さん（博士課程前期課程 2 年）が WAC2018 にて Honorable Mention Award を

受賞  

6.21 米田翔太さん（研究当時   博士課程後期課程 3 年）らが「日本航海学会論文賞」を受賞  

6.21 米田翔太さん（研究当時   博士課程後期課程 3 年）が日本科学協会笹川科学研究奨励賞

を受賞  

6.19 ロバートゴードン大学を訪問し、学術交流協定を締結  

6.19 国土交通省「交通運輸技術開発推進制度」に採択された 

6.18 博士課程前期課程海洋安全システム科学コース 2 年の和田光樹学生が、日本風力エネル

ギー学会ポスター賞を受賞  

6.13 大野遼太郎さん（海事科学研究科博士課程後期課程 1 年）が、日本航海学会で「フレッシュ

マン講演奨励賞」を受賞  

5.25 「津波マリンハザード研究講座」の成果が読売新聞に掲載された 

5.22 段   智久教授がシニアマリンエンジニアの技術者レベル認定（日本マリンエンジニアリング学

会）を受けた 

5.22 段   智久教授が日本マリンエンジニアリング学会から功労賞(ISME 2017 TOKYO への貢

献)の表彰を受けた 

5.14 練習船深江丸が「日本船舶海洋工学会関西支部長賞」を受賞  

☆台風 21 号の折の深江のポンド 

気候変動で台風の巨大化が進む中、去る 9 月 4 日の台風 21 号は関西で猛威を振るい、総トン数

2,591 ㌧、全長約 90m のタンカー 宝運丸が強風のため送錨し関空連絡橋に衝突するなどの甚大な被

害をもたらしました。この折の気圧の変化を示す自記記録計のチャート、高潮位のため防潮堤を超えて

海水が浸入する状況、打ち上げられ残された沢山のゴミの山の写真を深江丸船長矢野教授から戴いき

ました。チャートからは台風の強大さが読み取れ、海水新入では今後の防潮の課題が残されました。 

 



関東支部便り No.17 平成 30 年 11 月発刊 

- 16 - 
 

 

８．事務局からのお知らせとお願い 

８．１ 関東支部の年会費、終身会費（70 才以上の方）の納入のお願い 

支部総会の案内（5 月末）と My 近況を載せた“関東支部便り”の発送（11 月中）等により会員相互

の交流･親睦を図っており、これらの経費には皆様からの支部年会費（千円／年）を充てています。 

関東支部活動の輪･和を拡げ皆様で楽しむためにもご支援ご鞭撻下さいます様お願い致します。 

本年度の年会費が未納の方には、同封しています払込取扱票に必要事項を記入して“ゆう

ちょ銀行”で振替して下さいますようお願いします。 

本年度以降の支部年会費の納付状況（10 月 25 日〆）につきましては、封筒宛先の学籍番号に続

く英小文の m：H30 年度、n：H31 年度…と「寿」（終身会費を納入頂いた方）で表していますのでご

確認下さい。 

尚、ゆうちょ商品の送金サービス料金が 2019 年 4 月 1 日より通常払込みが窓口で 130 円が 200

円に、ATM で 80 円が 150 円に、それぞれ 70 円の値上げになります。記録も万全を期しますので

複数年で入金下さいますようお願いします。 

８．２ 同窓生のネットワーク体制をより確固とするためにも、各クラス会の幹事役の方は E-mail のアド

レスを事務局に連絡お願いします。 

８．３ 神戸大学東京六甲クラブは事務所を交通至便の日比谷（帝劇 B2F）に構えており、興味深いテ

ーマで大学に縁のある講師を招いての木曜会（18～）、昼食時間を利用した話題性あるテーマの特

別火曜会（12～）、正月の新年互礼会、7 月のビアパーティー、8 月の木曜会での学長講演、12 月

の忘年会、この他若手の会、JAZZ 共催コンサート、映画界など多種多様の行事、囲碁クラブ、ゴル

フクラブ、書道クラブなどのクラブ活動も行っています。海神会からは 30 名強の方からご協力戴いて

います。当クラブロビーを気軽に利用して友達と待ち合わせをする、歓談する、などクラブ行事参加以

外にもシニアライフ充実の一環に加えて下さいますと幸いです。 

海神会関東支部（神戸大学海事科学部同窓会関東支部） 

事務局 （議案書の作成、会員動向の整理、総会の案内などの通信業務、本部との連絡など） 

住所：〒373-0817 群馬県太田市飯塚町 1084－36 

田中 貴雄 （海神会関東支部 理事・事務局長） 

E-mail：kaijinkaikantoh＠yahoo.co.jp ご意見等事務局への連絡にご利用ください。 

 


